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１．概要（Summary） 
 小さな昆虫であるショウジョウバエ（ Drosophila 
menanogaster）は迅速に離着陸することができる。着陸

時には、脚のみで着陸する場合と脚と体が地面に当たっ

て着陸する場合がある。これは脚が許容できる力の閾値

を超えない場合と超えた場合で決まってくると考えられる。 
本研究では、着陸時のショウジョウバエの垂直方向のジ

ャンプ力を直接検出する MEMS フォースプレートを提案

する。フォースプレートは 1 枚のプレートとそれを支える 8
本のビームからなる。ショウジョウバエがプレートから着陸

する際、地面に加わる力がプレートを支えるビーム上に形

成されたピエゾ抵抗の抵抗変化によって計測される。 
ショウジョウバエの体重と着陸時間はそれぞれ約 1 mg

と数 ms である。提案されたフォースプレートは、体重の

1/10 である 1.0 µN 未満の力分解能を実現するように設

計された。さらに、瞬間的な着陸時間の間の力を正確に

検出するために、フォースプレートの共振周波数を 1000 
Hz 以上に設計した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 ・高速大面積電子線描画装置 
 ・マスク・ウエーハ自動現像装置群 
 ・ステルスダイサー 
 
【実験方法】 

フォースプレートの製作において、ナノテクプラットフォ

ー ム が 有 す る 電 子 線 描 画 装 置 （ ADVANTEST 

F5112+VD01）を利用して、EB 描画マスクを作製した。作

製したフォースプレートの力の分解能は、1 μN以下であっ

た。フォースプレートをチャンバ内に固定し、チャンバ内に

ショウジョウバエを入れることで、フォースプレート上から着

陸する際の力を計測した。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 高速度カメラと同期して、フォースプレートで着陸時の力

を計測した結果、自重の約 30 倍より大きい場合、脚と体

が地面に当たって着陸する傾向が見られた。 
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